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人や車などの集団の流れから近未来
に生じる混雑・渋滞リスクを予測し、
これを回避する集団最適な誘導をオ
ンラインで自動的に導出する技術の
研究です。集団の動きのシミュレー
ションを通じて混雑の予測や誘導策
を生成し、機械学習技術を用いて効
果的な誘導を効率よく探索します。

不測の事態にも対応可能な集団最適
誘導策をオンラインで自動導出でき
ます。例えば「突発的なアクシデン
トによりこの道が封鎖されたとき」
でも、どのような誘導策が混雑の緩
和に寄与するかをベイズ的最適化に
より自動的かつ効率的に見つけ出し
ます。

人や車の集団が行き交う場所でのリ
アルタイム観測技術と組み合わせる
ことでその場その時の状況に適した
集団の誘導を可能にします。事前の
誘導計画とは異なる不測の事態にも
対応可能な誘導技術を確立し、快適
かつ安全なイベント運営やインフラ
安定化支援に貢献します。
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Finding efficient navigation by Bayesian optimization
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シミュレーションによる
近未来混雑リスク予測

めざす技術: 集団の安全・快適な移動を可能にする ICT & 機械学習技術

ベイズ的最適化を用いた
良い誘導策 (所要時間少) を効率的に探索

…

シミュレーション環境

実世界観測データ 誘導策

現在 30分後

本展示: スタジアム周辺の人流に対するベイズ的最適化による誘導策の探索

■ 誘導策やWhat-ifシナリオの

シミュレーションを用いた学習
 最適誘導策をオンラインで自動導出

■ シミュレーション環境のパラメータを
観測データに基づき自動学習

最適誘導策導出

利用シーン例

 駅とイベント会場の間の人々の誘導

■ 空港やテーマパーク等の待ち行列制御

■ ショッピングモール周辺の車両誘導

集団最適なナビをリアルタイムに実現

～ベイズ的最適化に基づく効率的な誘導計画探索～
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